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主 な 内 容

投
票
で
き
る
人

　

30
日
㈰
に
行
わ
れ
る
白
井
市
長
選

挙
に
投
票
で
き
る
人
は
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　

登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
20
歳
以
上

（
昭
和
63
年
12
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
で
、
平
成
20
年
8
月
22
日

ま
で
に
転
入
の
届
け
出
を
し
、
引
き

続
き
3
カ
月
以
上
、
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　

投
票
日
前
日
ま
で
に
転
出
し
た
人

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　

投
票
所
入
場
券
は
世
帯
ご
と
に
は

が
き
で
郵
送
し
ま
す
。
は
が
き
1
枚

に
4
人
分
の
入
場
券
が
付
い
て
い
ま

す
の
で
、
切
り
離
し
て
本
人
が
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失

し
た
場
合
で
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
転
居
さ
れ
た
人

　

平
成
20
年
11
月
6
日
㈭
以
降
に
市

内
で
転
居
し
た
場
合
は
、
前
住
所
地

の
投
票
所
（
入
場
券
の
裏
面
に
記
載

さ
れ
て
い
る
投
票
所
）
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者

投
票

◆
期
日
前
投
票
（
市
役
所
で
の
投
票
）

　

選
挙
の
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
で
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
人
は
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

日
時　

24
日
㈪
〜
29
日
㈯　

午
前
8

時
30
分
〜
午
後
8
時

場
所　

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

持
ち
物　

投
票
所
入
場
券

◆
ほ
か
の
市
区
町
村
で
の
投
票

　

ほ
か
の
市
区
町
村
に
滞
在
中
で
、

投
票
日
ま
で
に
白
井
市
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
滞
在
地
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
指
定
施
設
で
の
投
票

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指

定
し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
そ
の
施

設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票

　

身
体
に
一
定
の
重
い
障
害
が
あ
る

人
と
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
5
な

ど
の
人
は
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
の
対

象
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
代
理
記
載
人
に
よ
る
投
票
に
関

す
る
記
載
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は

視
覚
の
障
害
の
程
度
1
級
の
記
載
が

あ
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視

覚
の
障
害
の
程
度
特
別
項
症
か
ら
第

2
項
症
ま
で
の
記
載
が
あ
る
人

※
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

申
請
が
必
要
で
す
。

問　

市
選
挙
管
理
委
員
会　

内
線
3

3
1
2
・
3

3300
日日
㈰㈰
はは

  

白
井
市
長
選
挙

白
井
市
長
選
挙  

の
投
票
日
で

の
投
票
日
で
すす

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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任
期
満
了
に
伴
う
白
井
市
長
選
挙
が
30
日
㈰
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
必
ず
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

当日の当日の投票は投票は
日時　30日㈰　午前7時～午後8時
場所　各投票所（投票所は送付される
入場券の裏面で確認してください）

期日期日前前投票投票・・不在者不在者投票は投票は
24日24日㈪㈪からから2929日日㈯㈯までまで

白井市長選挙白井市長選挙の開票の開票

　開票は次のとおり行います。
日時　30日㈰　午後8時50分～
場所　白井第一小学校体育館
※開票状況の報告は午後10時から30分ごと
に行う予定です。

大切な大切な 11 票票をを無駄に無駄にしないようにしないようにしましょうしましょう

めいすい君とメイちゃん

開票開票作業作業

選挙公報は新聞折り込みで
　候補者の政見などを掲載した選
挙公報を発行します。
　選挙公報は28日㈮までに新聞折
り込みなどで配布します。折り込
む新聞は朝日・産経・東京・日経・
毎日・読売の６紙の朝刊です。こ
れらの新聞を購読していない人に
は郵送しますので、市選挙管理委
員会へ連絡してください。
　次の施設にも用意しますのでご
利用ください。

　選挙公報を置く施設
市役所、西白井複合センター、白井駅前センター、中央公民館、
冨士センター、桜台センター、公民センター、保健福祉センター、
文化センター、福祉センター

明るい選挙
啓発ポスター・

標語の展示

　市長選挙の期日前投票

にあわせ、市内小・中学校

の児童・生徒が作成した

明るい選挙啓発ポスター

と標語の作品展を開催し

ます。

日時　24日㈪～ 29日㈯　

午前8時30分～午後8時

場所　市役所1階ロビー



(イ)一般行政職職員の級別職員数の状況
　平成20年4月1日現在の一般行政職職員の級別職員数の状況は次のとおりです。

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 10級
計標準的な職務

内容
主事補 主事 主任主事

主査補 主査 副主幹
課長 部長

― ―
技師補 技師 主任技師 主幹 参事

職員数（人） ― 9 84 60 51 23 28 8

― ―

263
うち昇任者数 ― ― 5 2 8 4 4 2 25
うち降任者数 ― 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比（％） ― 3.4 31.9 22.8 19.4 8.8 10.7 3.0 100 

千葉県の標準
的な職務

主事 主事
副主査

主査
（副主査）

副主幹
（主査）

主幹
（副主幹）

課長
（主幹）

局長
担当
部長 部長主任主事

技師 技師 主任技師 次長 理事
※一般行政職職員の職務は、その複雑・困難および責任の程度に基づいて1級から8級に
分類され、標準的な職務はそれぞれの級における代表的な職名です。
　一般行政職とは税務職・医療技術職・看護保健職・福祉職・企業職・技能労務職以外
の事務・技術職などです。

◆職員の給与の状況
(ア)人件費の状況
　平成19年度普通会計（決算）における人件費の状況は次のとおりです。

区分
住民基本台帳人口
（平成19年度末）

歳出額
（Ａ）

実質収支
人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
18年度の
人件費率

白井市 58,036人
15,392,169
千円

711,949
千円

3,202,551
千円

20.8% 21.1%

類似団体
平均

65,078人
19,112,547
千円

690,042
千円

4,803,183
千円

25.1% 25.8%

※普通会計とは一般会計と給食会計を合わせたもの（水道会計と下水道会計などの特別
会計を除いたもの）で、決算統計上、ほかの地方公共団体相互間の比較や時系列比較が
可能となるよう用いられているものです。
　人件費とは職員に支給された給与、共済組合事業主負担金、公務災害補償基金負担金、
市長など常勤の特別職・議員・教育委員会委員・選挙管理委員会委員などの非常勤特別
職に支給された給料･報酬などの総額です。
　実質収支とは歳入総額から歳出総額と翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもので、
純剰余額を示すものです。
　類似団体平均とは県内で人口規模、産業構造が類似している団体（館山市、東金市、
君津市、富津市、袖ケ浦市、八街市、印西市、富里市、香取市）を単純平均したものです。

◆職員の任免および職員数の状況
（ア）部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

 部門
職員数 対前年

主な増減理由
平成19年 平成20年 増減数

一般行政 282人 283人 1 人
―（うち福祉部門） (91人) (99人) (8人)

教育 84人 84人 0人
公営企業など 38人 41人 3人 業務の充実および体制の強化によるもの

合計 404人 408人 4人
採用20人（新規採用職員7人、任期付職員13人）
退職16人（定年退職2人、勧奨・早期退職5人、
自己都合退職3人、任期満了など6人)

※職員数は市長・副市長を除く職員の人数で、地方公務員の身分を保有する休職者・育
児休業者とその代替職員を含み、臨時・非常勤職員は除いています。

(イ)職員給与費の状況
　平成19年度普通会計（決算）における人件費の状況は次のとおりです。

区分
職員数
（Ａ）

平均年齢
給与費

１人当たり
の給与額

給料 職員手当
期末・
勤勉手当

計（Ｂ） （Ｂ/Ａ）

白井市 396人 42.8歳
1,387,797
千円

228,460
千円

589,266
千円

2,205,523
千円

5,570千円

類似団体
平均

535人 42.5歳
2,117,887
千円

367,851
千円

886,471
千円

3,372,209
千円

6,303千円

※給与費は人件費のうち職員に支給される給料と職員手当（退職手当を除く）です。

（ウ）ラスパイレス指数の状況（平成19年4月1日現在）

白井市 98.7 千葉県内の市平均 100.8

※ラスパイレス指数とは国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水
準を示す指数です。

(エ)職員手当の状況
　職員には給料および職員手当が支給されますが、平成20年4月1日現在の職員手当の
内容は次のとおりです。支給実績は平成19年度普通会計決算の状況です（児童手当は
養育者に対して支給される社会保障制度であり、市の職員手当として支給されていな
いため含まれていません）。

区分 内容・支給状況
国の制度と
の異同

扶養手当

扶養親族のある職員に支給します。
●配偶者　月額13,000円
●配偶者以外の扶養親族　1人月額6,500円　（配偶者がない場
合は、1人目は月額11,000円）
※16歳から22歳までの子は1人月額5,000円加算。

同じ

支給実績 35,700 千円
支給職員１人当たりの
平均支給年額

239,597円

住居手当

借家などに居住し家賃を支払っている職員などに支給します。
●借家の場合　家賃の額に応じて月額27,000円を限度に支給
（家賃月額12,000円を超える場合に限る）
●持ち家の場合　 新築または購入後５年間月額2,500円 同じ

支給実績 9,558千円
支給職員１人当たりの
平均支給年額

156,689円

通勤手当

電車・バス、自家用車などにより通勤する職員に支給します。
●電車・バスを利用する場合
6カ月定期券代など1カ月当たり55,000円まで全額支給
●自家用車などを使用する場合
使用距離に応じて月額2,000円から月額24,500円までを支給
※通勤距離が片道2㌔㍍を超える職員が対象です。

同じ

支給実績 19,791千円
支給職員1人当たりの
平均支給年額

67,316円

管理職
手当

管理または監督の地位にある職員の職に応じて定額支給しま
す。
●月額70,500円（部長職）　●月額61,100円（参事職）
●月額57,500円（課長職）　●月額44,300円（主幹職）
※人件費の抑制措置により20％減額。

官職に応
じて66,400
円から
117,500円
(定額制)

支給実績 21,123 千円
支給職員１人当たりの
平均支給年額

586,750円

管理職
特別勤務
手当

管理職職員が臨時または緊急そのほか公務運営の必要により
休日などに勤務した場合、職に応じて8,000円から12,000円を
支給します（勤務時間が6時間を超える場合は50％増し）。
※代休対応有り。

官職区分
に応じて
6,000円から
12,000円（勤
務時間が6
時間を超え
る場合は
50％増し）

支給実績 ―
支給職員１人当たりの
平均支給年額

―

地域手当

職員の給与水準が民間賃金の地域間格差を適切に反映された
ものにするための手当です。
（給料月額＋管理職手当＋扶養手当）×6/100
※人件費の抑制措置により5/100に減額。

支給地域に
応じて3～
16％

支給実績 72,230千円
支給職員１人当たりの
平均支給年額

199,530円

特殊
勤務手当

著しく危険、不快、不健康または困難な勤務、そのほか著し
く特殊な勤務に従事したときに支給します。
●防疫処理手当　日額300円
●災害対策業務手当　日額500円
●行旅病人等取扱手当　行旅死亡人1件に付き3,000円、行旅
病人1件に付き1,000円
●動物死体処理手当　日額 300円　

用地交渉等
手当、防疫
等作業手当
等、全27手
当

支給実績 26千円
支給職員1人当たりの
平均支給年額

6,600 円

時間外
勤務手当
（休日勤
務手当を
含む）

通常の勤務時間を超えて勤務したときに支給します（管理職
を除く）。
●勤務日における時間外勤務１時間に付き
　当該職員の時間給単価×125 ／ 100（午後10時から翌朝午前
５時までの深夜勤務は150 ／ 100）
●週休日における時間外勤務１時間に付き
　当該職員の時間給単価×135 ／ 100（午後10時から翌朝午前
５時までの深夜勤務は160 ／ 100）

同じ

支給実績 70,032千円
支給職員１人当たりの
平均支給年額

290,589円

期末・
勤勉手当

同じ

支給実績 589,266千円
支給職員１人当たりの
平均支給年額

1,616,642円

退職手当

　退職手当は退職時の給料月額に下表の支給率を乗じて基本
額とし、在職中の職務の級に応じて決定される調整額と合算
した金額となります。退職勧奨による退職の場合　定年年齢
との差1年につき2％加算（20％限度）します。
　定年前早期退職の場合　定年年齢との差1年につき3％加算
（30％限度）します。
　支給職員1人当たりの平均支給額　15,354千円

同じ

民間のボーナスに相当する手当です。
期末手当（給料月額＋地域手当＋扶養手当）×支給割合
勤勉手当（給料月額＋地域手当）×支給割合

手当 6月期 12月期 年計
期末手当 1.40月 1.60月 3.00月
勤勉手当 0.75月 0.75月 1.50月
計 2.15月 2.35月 4.50月

※勤勉手当の支給割合は勤務成績により加減措置があり、職
制上の職務の級による加算処置があります。

区分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

自己都合 23.50月分 33.50月分 47.50月分 59.28月分

勧奨・定年 30.55月分 41.34月分 59.28月分 59.28月分
※退職手当は千葉県市町村総合事務組合で共同処理しており、
同組合の退職手当条例で支給率が規定されています。
退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職
種に係る職員に支給された平均額で、定年退職者に限るもの
ではありません。

市の人事行政運営など市の人事行政運営など
の状況を公表しますの状況を公表します

　市の職員数や職員の給与、
勤務時間などの勤務条件、服務
の状況などをお知らせします。

■問　総務課人事班　内線3314
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(オ)職員の平均給料月額・平均年齢の状況
　平成20年4月1日現在の一般行政職および技能労務職の職員の平均給料月額・平均年齢
は次のとおりです。

一般行政職職員 技能労務職職員
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

357,651円 416,775円
（396,975円） 44.3歳 266,137円 294,779円

（288,186円） 52.3歳

※（　）内の数字は後日国が公表する予定の国家公務員平均給与と比較ができるよう通
勤手当、時間外勤務手当および特殊勤務手当を除いたものです。

(カ)職員の初任給の状況
　平成20年4月1日現在の学校卒業後すぐに採用された場合の初任給と、その後引き続き
2年間勤務した給料月額は次のとおりです。

区分
白井市 千葉県 国

初任給 2年後の
給料 初任給 2年後の

給料 初任給 2年後の
給料

一般
行政職

大学卒 178,800円 200,000円 178,800円 192,800円

Ⅰ種 
181,200円

Ⅰ種
 200,000円

Ⅱ種 
172,200円

Ⅱ種 
185,800円

高校卒 144,500円 155,700円 144,500円 155,700円 140,100円 149,800円
※国家公務員の大学卒のⅠ種とは国の各行政分野の中枢を担う職をいい、Ⅱ種とは各行
政分野の基盤を担う中堅職をいいます。　

(キ)職員の学歴別・経験年数別給料月額の状況
　平成20年4月1日現在の職員の学歴別・経験年数別平均給料月額の状況は次のとおりで
す。

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 259,550円 332,150円 365,067円
高校卒 ― 271,975円 304,133円

技能労務職 高校卒 ― ― 240,675円

◆職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（ア）勤務時間の状況
　市役所本庁舎に勤務する職員などの主な勤務時間は次のとおりです。
１週間の勤務時間 勤務開始 勤務終了 休憩 週休日

40時間 午前8時30分 午後5時30分 正午から午後1時 日曜日・土曜日
※各センターなど土・日曜日に勤務を要する場合は、勤務時間の割り振りを変更するこ
とにより対応しています。

（イ）休暇等の状況
　職員の休暇には年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇、育児休業があります。
　平成19年中の休暇などの状況は次のとおりです。

休暇の種類 休暇日数など 使用実績

有
給
休
暇

年次有給
休暇 年次休暇 1年に付き20日間（前年に未使用日数があ

る場合は、最大20日を翌年繰越）
平均使用日数
13.1日

病気休暇 病気休暇 負傷または疾病のため療養を要する場合、
必要最小限度の期間

取得件数
34件

特
別
休
暇

夏季休暇 7月から9月までの間において5日 平均使用日数
4.8日

産前・産後
休暇

妊娠した職員に対して出産予定日前8週間
（多胎妊娠の場合14週間）
出産した職員に対して出産日の翌日から8
週間

取得件数
24件

ドナー休暇
職員が骨髄移植のための骨髄液の提供者と
して検査・入院などが必要である場合、必
要と認める期間

取得件数
0件

配偶者出産
休暇

職員の配偶者の出産当日から2週間以内に
おいて3日の範囲

取得件数
6件

育児時間
休暇

生後１年未満の子を養育する職員に対して
１日に付き2回（計1時間）

取得件数
0件

忌引休暇
親族の喪に遇った職員に対して続柄および
死亡時の生計関係に応じ、1日から10日の
範囲

取得件数
55件

結婚休暇 婚姻する職員に対して5日 取得件数
5件

ボランティア
休暇

職員が自発的に報酬を得ないで災害被災地
での支援活動などの社会に貢献する活動を
行う場合、1年に5日の範囲

取得件数
0件

長期勤続者
特別休暇

20年または30年勤続した職員に対して、心
身のリフレッシュ、自己研さんを図るため
連続した3日または5日の範囲

取得件数
22件

子の看護
休暇

小学校就学前の子を養育する職員がその子
を看護する必要がある場合、1年に5日間の
範囲

取得件数
16件

無
給
休
暇

介護休暇

負傷・疾病または老齢により2週間以上に
わたり父母・子など親族を介護しなければ
ならない場合、6カ月を限度として必要と
認められる期間

取得件数
4件

育児休業
（平成19年度実績）

満3歳に満たない子を養育するため当該子
が3歳に達する日までの期間を限度とする
期間

取得件数
21件

◆職員の分限および懲戒処分の状況
（ア）分限処分の制度概要と処分状況
　分限処分とは公務能率の維持を目的にした処分で、免職、休職、降任、降給の4種類
があります。
　平成19年度における分限処分の状況は次のとおりです。

処分事由
処分者数(人)

免職 休職 降任 降給
勤務実績が良くない場合
心身の故障の場合 6
職に必要な適格性を欠く場合
職制、定員の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合
刑事事件に関し起訴された場合

計 6

（イ）懲戒処分の制度概要と処分状況
　懲戒処分とは職員の義務違反に対する道義的責任を問い、秩序維持を図ることを目的
とした制裁的な処分で、免職、停職、減給、戒告の4種類があります。
　平成19年度における懲戒処分はありませんでした。

◆職員の服務の状況
　職員は職務命令に従う義務､信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念す
る義務、営利企業などへの従事制限などが課せられています。職務専念義務は選挙権
の行使や厚生に関する計画の実施に参加する場合など、合理的な理由がある場合に限
り免除されることがあります。
　平成19年度における職務専念義務免除の状況は次のとおりです。

区分 申請件数 免除件数
人間ドックの受診 114件 114件

官公庁競技大会参加など 60件 60件
　営利企業等に従事する場合または、勤務時間外に報酬を得てほかの事業に従事する
場合などは、任命権者の許可を受けることが必要になります。
　平成19年度における営利企業等従事許可の状況は次のとおりです。

区分 申請件数 許可件数
事業所企業統計調査事務など 2件 2件

◆職員の研修及び勤務成績の評定の状況
（ア）職員研修の状況
　市では職員の能力向上のため研修を実施しています。
　平成19年度の研修の参加状況は次のとおりです。

研修機関など 主な研修内容 参加
職員数

自治大学校 公共政策重点コース・市町村コース・徴収事務コース 3人
千葉県自治専門校 法制実務・税務事務・各階層別研修など 21人

印旛郡市市町村職員研修 初級職員・中級職員の研修など 19人
市人事担当課研修 メンタルヘルス・公務員倫理研修など 260人
そのほか研修 社会福祉主事資格認定通信課程など 22人

（イ）勤務成績の評定の状況
　勤務成績の評定は､職員の勤務能率の発揮と増進を目的に、職員の執務についての
能力や実績などについて職種別に5段階で評価を行います。評定は10月1日を基準日と
する中間評定と3月1日を基準日とする年間評定があります。評定結果については昇給
や勤勉手当などに活用しています。
　平成19年度の評定結果は次のとおりです。（平成20年3月1日基準日）

区分 Ａ
（極めて良好）

Ｂ
（特に良好）

Ｃ
（良好：標準）

Ｄ
（やや良好でない）

Ｅ
（良好でない）

昇給 19人 65人 284人 8人 1人
勤勉手当 19人 113人 249人 4人 0人
※勤務評定は常勤の一般職に属する職員について実施します。ただし次の①から③の
いずれかに該当する職員は除いています。
①休職、病気休暇そのほかの理由により公正な勤務評定を行うことが困難であると認
める職員
②評定者と被評定者との間に監督関係が発生した日から引き続き３カ月を経過しない
職員
③そのほか市長が勤務評定が必要ないと認める職員

◆職員の福祉及び利益の保護の状況
（ア）共済制度の概要
　市の職員は千葉県市町村職員共済組合に加入しています。共済組合では職員とその
被扶養者の病気・けが・出産・死亡などに対して行う｢短期給付事業｣職員の退職・障
害・死亡に対して行う｢長期給付事業｣・健康の保持増進事業や住宅資金の貸し付けな
どの｢福祉事業｣を行っています。
　平成20年4月1日現在の一般職の共済組合負担金の負担率は次のとおりです。

区分 短期負担金 長期負担金 福祉負担金 介護負担金 事務費
給料に掛ける率 43.3125/1000 118.5375/1000 2.9625/1000 4.90/1000 709円
期末・勤勉手当に
掛ける率 34.65/1000 94.83/1000 2.37/1000 3.92/1000 －

（イ）公務災害補償
　職員が公務上の災害（負傷、疾病、障害または死亡）または通勤による災害を受け
た場合、職員または職員の遺族が損害の補償を受けられます。
　平成19年度の災害補償の実施状況はありませんでした。

（ウ）健康診断等の実施状況
　定期健康診断は労働安全衛生法により義務付けられています。成人病検査、人間ドッ
クについては職員とその被扶養者の健康の保持増進、疾病予防に役立てるために共済
組合事業として実施しています。
　平成19年度の健康診断などの実施状況は次のとおりです。

区分 対象者数 受診者数
定期健康診断 408人 376人

成人病検査・人間ドック 315人 144人
※ 成人病検査、人間ドックについては35歳以上の職員が対象となります。

◆平成19年度公平委員会業務の状況
　公平委員会とは職員の利益の保護と公正な人事権の行使を保障するための機関です。
　平成19年度の千葉県市町村公平委員会業務の状況に関する報告については次のと
おりです。
勤務条件に関する措置の要求に係る事項 該当する案件はなかった
不利益処分に関する不服申し立てに係る事項 該当する案件はなかった

◆特別職等の給料などの状況（平成20年4月1日現在）
　特別職の給料などは次のとおりです。現在の給料の月額は平成6年4月1日から適用
しています。

区分 給料・報酬（月額） 期末手当

給料

市長 830,000円
（747,000円）

6月期　2.10月分
12月期　2.30月分
計　4.40月分

副市長 690,000円
（655,500円）

教育長 650,000円
（637,000円）

報酬
議長 390,000円 6月期　1.80月分

12月期　1.95月分
計　3.75 月分

副議長 320,000円
議員 300,000円

※給料の( 　)内は減額措置を行った後の金額です。
　議員の期末手当率については平成20年6月25日に改正され、現在は市長、副市長、
教育長と同率です。

◆人件費抑制措置
　厳しい財政状況を踏まえ、次のとおり人件費の減額措置を行っています。

区分 抑制措置 内容 期間

市長・副市長・教育長 給料月額の減額 給料月額の2％～
10％減額

平成17年4月1日～
平成21年3月31日

一般職
管理職手当の減額 管理職手当の20％

減額
平成15年4月1日～
平成21年3月31日

地域手当の減額 支給率を1％減額 平成19年4月1日～
平成21年3月31日
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1
1
0

女
性
相
談
所
☎
0
1
2
0
（
0
4
8
）

2
2
4
（
24
時
間
受
け
付
け
）

暴
力
団
相
談
☎
0
4
3
（
2
5
4
）

8
9
3
0

少
年
セ
ン
タ
ー
（
ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ

ン
）
☎
0
1
2
0
（
7
8
3
）
4
9

7問　

印
西
警
察
署
☎
0
4
7
6
（
4

2
）
0
1
1
0

　

家
庭
や
高
齢
者
関
係
の
施
設
な
ど

で
左
図
の
よ
う
な
虐
待
が
65
歳
以
上

の
高
齢
者
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る

の
で
は
と
思
っ
た
ら
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
・
通
報
を
し
て

「
高
齢
者
虐
待
で
は
」
と
思
っ
た
ら

「
高
齢
者
虐
待
で
は
」
と
思
っ
た
ら

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

く
だ
さ
い
。
通
報
者
に
関
す
る
秘
密

は
守
る
ほ
か
、
匿
名
で
通
報
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

家
庭
内
に
お
け
る
虐
待
で
は
、
介

護
の
精
神
的
・
身
体
的
な
ス
ト
レ
ス

が
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
て
つ
ら
い
と

き
、
不
安
な
と
き
は
、
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
高
齢
者
福
祉
課
内
）
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
4
・
℻  
（
4
9
8

）
4
8
3
2

つ ね る 、殴 る 、け る 、
突 き 飛 ば す 、ベ ッ ド
に 縛 り 付 け る な ど  
暴 力 を ふ る い 、け が
や 痛 み を 与 え る 

ど な る 、 悪 口 を 言 う 、
わ ざ と 無 視 す る 、 
あ ざ 笑 う な ど 言 葉 や
態 度 で 、 精 神 的 な 苦
痛 を 与 え る  

排 せ つ の 失 敗 の 罰
と し て 下 半 身 を 裸
の ま ま 放 置 す る な
ど 、 本 人 が 嫌 が る
性 的 な 行 為 を 強 要  
 す る  

必 要 な 金 銭 を 渡 さ な
い 、 使 わ せ な い 、 年
金 を 本 人 の 利 益 に 反
し て 使 う な ど 本 人 の
合 意 な し に 財 産 を  
勝 手 に 使 う  

入浴・食事をさせない、
必 要 な 介 護 医 療 サ ー
ビ ス を 使 わ せ な い な
ど 必 要 な 世 話 を せ ず  
高 齢 者 の 心 身 を  
悪 化 さ せ る  

　より多くの人にボラン
ティア活動や市民活動を
知ってもらい、共に活動し、
心がつながり合う地域社会
をつくるため、市ボラン
ティア連絡協議会や市民大
学校の受講生と連携・協働
して市民活動まつりを開催
します。
　さまざまな市民活動を見
たり、聞いたり、体験した
り、参加団体が趣向をこらした催しをお楽しみください。
日時　12月7日㈰　午前9時30分～午後3時30分
場所　保健福祉センター
対象　一般（自由参加）
内容　市民活動団体の活動ＰＲ・意見交換会、体験（手作りおも
ちゃ、手話、パークゴルフ）、販売（手打ちそば、すいとん、パン、
チョコレート、茶・和菓子、竹炭・竹酢・竹細工・リサイクルせっ
けん）、吹奏楽演奏会、ソーラン踊り、盲導犬実演
■問　市民活動推進センター☎（498）0705

番
号
非
通
知
で
1
1
9
番
通
報
を
し

た
場
合
、
位
置
情
報
は
通
知
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
消
防
・
救
急
活
動
を
円
滑

に
行
う
た
め
、
必
要
な
場
合
は
位
置

情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
能
は
第
3
世
代
携
帯
電
話

が
対
象
で
す
（
対
応
機
種
は
各
携
帯

電
話
事
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
）。
携
帯
電
話
の
機
能
や
そ
の

他
の
条
件
に
よ
り
、
位
置
情
報
の
精

度
に
誤
差
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
住
所
な
ど
が
わ
か
る
場
合

は
応
対
者
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
は
印
西
地
区
消
防
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

問　

印
西
地
区
消
防
組
合
通
信
指
令

室
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
9
9
8
1

・

 h
ttp://h

om
epag

e2.n
i

fty
.com

/fire-in
zaich

ik
u
/

携
帯
電
話
か
ら
の

携
帯
電
話
か
ら
の
1
1
9

1
1
9
番番

〜
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

〜
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
〜〜

　懐かしいリズムに合わせて親子で関
わり合いながら遊ぶ楽しさを味わいま
しょう。
日時　25日㈫　午前10時～ 11時30分
場所　子育て支援センタースマイル
（清水口保育園内）
対象　1歳6カ月から就学前の子とその
保護者　10組
講師　白鳥廣子さん
■申・■問　17日㈪から電話か直接子育て
支援センタースマイル（平日の午前9時から午後4時）☎（491）8201

子育て講習会子育て講習会
親子で楽しむわらべ歌あそび親子で楽しむわらべ歌あそび

笑顔と生きがいの架け橋になるために笑顔と生きがいの架け橋になるために
～ 2008しろい市民活動まつり～～ 2008しろい市民活動まつり～

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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労
働
相
談

　

市
で
は
雇
用
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル

（
賃
金
不
払
い
、
解
雇
、
労
働
時
間
、

休
日
、
休
暇
、
配
転
、
出
向
、
労
働

条
件
の
不
利
益
変
更
な
ど
）
で
お
悩

み
の
労
働
者
、
経
営
者
な
ど
の
相
談

を
面
接
や
電
話
で
行
い
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
抱
え
て
い
る
問

題
点
を
整
理
し
、
解
決
に
向
け
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
関
係
資
料
が

あ
る
人
は
、
相
談
時
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　

12
月
2
日
㈫　

午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時
30
分

場
所　

市
役
所
2
階
相
談
室

相
談
員　

社
会
保
険
労
務
士

相
談
料　

無
料

問　

商
工
振
興
課
商
工
振
興
班　

内

線
3
2
4
2

狩
猟
が
始
ま
り
ま
し
た

　

狩
猟
期
間
は
本
日
か
ら
2
月
15
㈰

日
で
す
。
野
外
で
活
動
す
る
場
合
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

狩
猟
者
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故

が
な
い
よ
う
に
安
全
な
狩
猟
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

問　

県
自
然
保
護
課
☎
0
4
3
（
2

2
3
）
2
9
7
2

　地元の人たちが丹精に育てた
朝摘み野菜などの販売を行いま
す。
日時　29日㈯　午前9時～ 11時
場所　さわやかプラザ軽井沢　

■問　さわやかプラザ軽井沢☎（44
2）6150

　市では災害に強い
まちづくりを推進す
るため、倒壊などの危
険性が高い一般建築
物（木造住宅）を対象
とした、住宅耐震診断
相談会を開催します。
日時　28日㈮　午前10時～
場所　市役所2階相談室
対象　昭和56年以前に建築された木造住宅　
6件（申し込み順）
相談員　木造住宅耐震診断士（一級建築士な
ど）
相談料　無料
■問　21日㈮までに、電話か直接都市計画課宅
地建築班　内線3233へ 

耐震診断相談会

ふるさとまつり会場でふるさとまつり会場で
開催した相談会開催した相談会

さわやかプラザ軽井沢
朝市開催 千葉県最低賃金の改正

　千葉県内すべての労働
者（パート、アルバイト
などを含む）や使用者に
適用される「千葉県最低
賃金」が平成20年10月31
日から時間額723円（17円
増）に改正されました。
　最低賃金額より低い賃
金を労使合意の上で定め
ても法律により無効とさ
れ、最低賃金額と同額の
定めをしたものと見なされます。
■問　千葉労働局労働基準部賃金室☎043（221）2328

川中美幸コンサート

　日本演歌界を代表する
女性歌手のひとり、川中
美幸のコンサート。ヒッ
ト曲を生のステージでお
楽しみください。
日程　平成21年2月1日㈰
開演時間　午後2時・午
後6時
入場料　全席指定席　
5,000円

川中美幸

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

親子で楽しむコンサート　親子で楽しむコンサート　
いちむじん　クラシックギターいちむじん　クラシックギター
デュオデュオ

日程　11月30日㈰
開演時間　午前11時・
午後2時
入場料　全席自由席
500円、2歳以下　無
料（席なし）
予定演奏曲　七つの
子、ふるさと、月の
光ほか
プロフィール　高知県出身のクラシックギ
ターデュオ、第16回日本重奏ギターコンクー
ルの優勝者です。クラシックからポピュラー、
現代音楽まで幅広く活動しています

いちむじん

日程　平成21年2月14日㈯
開演時間　午後3時
入場料　S席2,000円、A席1,500円、B
席1,000円（全席指定）
※小・中・高校生は500円引きですが、
未就学児は入場できません。
予定演奏曲　エルガー「朝の歌、愛
の挨拶」、ベートーヴェン「ヴァイオ
リン・ソナタ第5番春」　ほか
プロフィール　佐藤俊介　最年少12
歳でニューヨークのヤング・コンサー
ト・アーティスツのキャリアサポー
トを授与し、パリ市芸術大学とエコー
ル・ノルマル音楽院で特別奨学生に
選ばれたほか、2005年には第15回出
光音楽賞を受賞しています
菊池洋子　2002年の第8回モーツァル
ト国際コンクールで日本人初の優勝、
一躍注目を浴び、2007年には第17回
出光音楽賞を受賞しています

佐藤佐藤俊介俊介＆＆菊池菊池洋子洋子
デュオデュオ・・リサイタルリサイタル

一
流
の
音
を
楽
し
も
う

　

音
楽
を
楽
し
む
の
に
最
適
と
評
判
の
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
今
年
度
さ
ま
ざ
ま
な
自
主
事
業
を
行
い
ま

す
（「
い
ち
む
じ
ん
」
は
身
近
で
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
中
ホ
ー
ル
）。
音
楽
が
好
き
な
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
今
ま
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
い
た
こ
と
の
な
い
人
も
、
1
度
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
チ
ケ
ッ
ト
は
文
化
会
館
、

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

問　

文
化
会
館
☎
（
4
9
2
）
1
1
2
1

野原みどりピアノ・リサイタル
～ショパン＆ベートーベン～

日程　12月14日㈰
開演時間　午後3時
入場料　Ｓ席2,000円、
Ａ 席1,500円、 Ｂ 席
1,000円
※小･中･高校生は500
円引きですが未就学
児は入場できません。
プロフィール　東京
芸術大学を首席で卒
業し、日本音楽コン
クール・ピアノ部門第1位、第23回ロン＝
ティボー国際ピアノコンクール第1位を獲
得。ロリン・マゼ－ル、小澤征爾など世界
的指揮者と共演しています

幸田浩子ソプラノ・リサイタル
日程　平成21年1月24
日㈯
開演時間　午後3時
入場料　Ｓ席4,000円、
Ａ 席3,000円、 Ｂ 席
2,000円
※小･中･高校生は500
円引きですが未就学
児は入場できません。
予定演奏曲　アヴェ・マリア、アメイジング・
グレイス　ほか
プロフィール　東京芸術大学を首席で卒業し、
2000年には名門ウィーン・フォルクスオーパー
と専属契約、その後も「魔笛」夜の女王などで
客演し、2008年度エクソンモービル音楽賞洋
楽部門奨励賞を受賞しています

幸田浩子

©Gilles-Marie Zimmermann©Gilles-Marie Zimmermann

©Yuji Hor©Yuji Horii

©©Akira MutoAkira Muto
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古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る

　

市
内
に
は
か
つ
て
、
多
く
の

山
林
が
あ
り
ま
し
た
。
大
正
4

（
1
9
1
5
）
年
発
行
の
『
白
井

村
誌
』
に
よ
る
と
、
白
井
の
67
㌫

の
土
地
が
山
林
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
戦
後
以
降
の
度
重
な

る
開
墾
や
開
発
の
結
果
、
平
成
19

（
2
0
0
7
）年
版『
白
井
の
環
境
』

で
は
山
林
の
占
め
る
割
合
は
16
㌫

ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
古
く
か
ら
の
個
人
の

家
や
寺
社
の
境
内
に
は
、
今
で
も

巨
樹
や
古
木
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
も
目
を
引
く
木
に
、

2
本
の
公い
ち
ょ
う
孫
樹
が
あ
り
ま
す
。
地

上
1
・
3
㍍
で
幹
周
り
5
・
1
㍍

を
超
え
、
樹
齢
は
推
定
4
0
0
年

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

市
内
で
も
最
大
級
の
巨
樹
で
あ
り
、

か
つ
最
古
級
の
古
木
で
す
。
市
内

を
代
表
す
る
樹
木
と
し
て
、
共
に

市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。西

福
寺
の
公
孫
樹

　

市
の
東
方
、
谷
田
地
区
に
あ
る

西
福
寺
の
公
孫
樹
は
子
育
て
観
音

の「
乳
房
公
孫
樹
」と
呼
ば
れ「
観

音
に
す
が
り
乳
柱
の
一
部
を
削
っ

て
煎
じ
、
こ
れ
を
愛
飲
す
る
と
忽

ち
乳
が
出
る
。」（
な
か
な
か
母
乳

の
出
な
い
お
母
さ
ん
が
、
西
福
寺

の
観
音
様
に
母
乳
が
出
る
よ
う
お

祈
り
し
、
イ
チ
ョ
ウ
の
幹
に
出
来

た
こ
ぶ
の
一
部
を
削
っ
て
煮
詰
め
、

こ
れ
を
好
ん
で
い
つ
も
飲
ん
で
い

る
と
、
た
ち
ま
ち
母
乳
が
出
る
よ

う
に
な
る
。）
と
さ
れ
、
信
仰
を

集
め
て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
は
近

郷
か
ら
も
乳
飲
み
子
を
抱
え
た
母

親
の
参
詣
で
に
ぎ
わ
い
、
第
2
次

大
戦
前
は
東
京
か
ら
も
人
々
が
訪

れ
た
と
言
い
ま
す
。

来
迎
寺
の
公
孫
樹

　

市
の
西
方
、
折
立
地
区
に
あ
る

来
迎
寺
境
内
に
も
う
1
本
の
公
孫

樹
が
所
在
し
ま
す
。
言
い
伝
え
で

は
、
元
禄
14
（
1
7
0
1
）
年
に

折
立
村
で
大
き
な
火
災
が
あ
り
、

来
迎
寺
の
本
堂
ま
で
も
焼
失
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
公
孫

樹
だ
け
は
焼
け
残
っ
た
た
め
「
火

伏
せ
の
公
孫
樹
」
と
も
呼
ば
れ
、

信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
と

き
の
火
災
の
影
響
で
、
今
も
幹
の

中
央
部
分
が
2
つ
に
分
離
し
て
お

り
、
一
部
は
空
洞
と
な
っ
て
根
元

付
近
を
の
ぞ
く
と
反
対
側
が
見
通

せ
ま
す
。
ほ
か
の
公
孫
樹
に
は
無

い
、
独
特
の
景
観
を
呈
し
て
い
ま

す
。

問　

文
化
課
☎
（
4
9
2
）
1
1

2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

乳
製
品
・
米
粉
商
品
な
ど
の
販
売
も

あ
り
ま
す
。

日
時　

27
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後

3
時
（
講
演
会
は
午
後
1
時
か
ら
）

場
所　

佐
倉
市
民
音
楽
ホ
ー
ル
・
御

伊
勢
公
園

問　

佐
倉
市
役
所
農
政
課
☎
0
4
3

（
4
8
4
）
6
1
4
2
・
3

◆
白
井
第
一
小
学
校
児
童
と
育
て
た

ネ
リ
カ
米
の
収
穫
祭

　

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
大
使
を
招
き
、

児
童
た
ち
が
収
穫
し
た
ネ
リ
カ
米
を

使
っ
た
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
料
理
、
と

ん
汁
を
作
り
、
餅
つ
き
な
ど
を
し
て

食
文
化
の
国
際
交
流
を
行
い
ま
す
。

琴
や
和
太
鼓
の
演
奏
や
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
、
児
童
た
ち
の
合
唱
も
披
露
し
ま

す
。

日
時　

12
月
6
日
㈯　

午
後
1
時
〜

3
時　

場
所　

白
井
第
一
小
学
校
体

育
館　

対
象　

一
般　

2
0
0
人

（
申
し
込
み
順
）　

参
加
費　

無
料

申
・
問　

認
定
N
P
O
法
人
日
本
ブ

ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
友
好
協
会
☎
（
4
9

8
）
0
3
0
2
へ

◆
N
P
O
法
人
（
ぬ
く
も
り
の
会
）

無
料
講
演
会

【
知
っ
て
お
き
た
い
「
遺
言
書
の
作

り
方
」
教
室
】

日
時　

30
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時　

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

講
師　

行
政
書
士　

細
川
泰
裕
さ
ん

【
無
料
相
談
会
】

日
時　

30
日
㈰　

午
後
3
時
〜
4
時

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー　

対
応

行
政
書
士

問　

高
木
☎
（
4
8
4
）
8
3
9
5

◆
自
衛
官
男
子
2
等
陸
・
海
・
空
士

の
募
集

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
健
康
な
男
子　

受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
随
時
受

け
付
け　

試
験
期
日　

受
付
時
に
お

知
ら
せ

申
・
問　

自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所
☎

0
4
（
7
1
6
3
）
6
8
8
4
へ

◆
あ
よ
う
祭

　

子
ど
も
た
ち
の
日
ご
ろ
の
学
習
成

果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

22
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
2
時
35
分　

場
所　

県
立
我
孫

子
特
別
支
援
学
校
体
育
館
ほ
か　

内

容　

劇
・
踊
り
・
音
楽
活
動
な
ど
の

発
表
、
作
業
製
品
の
頒
布
、
作
品
展

問　

県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校　

吉
村
☎
0
4
（
7
1
8
7
）
0
8
3

1◆
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

　
「
自
分
が
変
わ
れ
ば
ま
わ
り
が
変

わ
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
9
日
㈫　

午
前
10
時
30

分
〜
正
午　

場
所　

冨
士
セ
ン
タ
ー

講
師　

馬
場
明
四
郎
さ
ん　

参
加
費

無
料

問　

家
庭
倫
理
の
会
冨
士　

北
原
☎

（
4
4
7
）
0
7
3
6

◆
千
葉
司
法
書
士
多
重
債
務
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
悪
質
商
法
1
1
0
番

　

千
葉
司
法
書
士
会
で
は
金
融
・ 

カ
ー
ド
・
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
に
よ
る

多
重
債
務
者
や
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
・
呉
服
な
ど
の
次
々
販
売
・
違
法

な
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
な
ど
で
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
を
締
結
さ
せ
ら
れ
た
被

害
者
の
た
め
の
無
料
電
話
相
談
と
面

談
を
行
い
ま
す
（
面
談
は
予
約
が
必

要
で
す
）。

日
時　

12
月
13
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
4
時　

場
所　

千
葉
司
法
書
士

会
館
（
千
葉
市
）　

相
談
専
用
電
話

☎
0
4
3（
2
4
3
）4
1
4
4（
当

日
の
み
）

申
・
問　

ち
ば
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
2
0
4
）
8

3
3
3
へ

◆
い
ん
ば
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
佐
倉

　

農
業
・
農
村
の
現
状
と
課
題
を
踏

ま
え
、
農
業
関
係
団
体
な
ど
と
連
携

し
て
「
次
代
に
引
き
継
ぐ
農
業
」
と

題
し
講
演
会
と
印
旛
地
域
の
地
元
特

産
品
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
新
鮮
野
菜
・
肉
加
工
品
・

分
〜
午
後
3
時

場
所　

大
山
口
小
学
校
体
育
館

対
象　

小
学
生
（
1
チ
ー
ム
8
人
以

内
）　

20
チ
ー
ム
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

1
チ
ー
ム
2
0
0
円
（
保

険
代
）

持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
弁
当
・

は
し
・
お
わ
ん

※
昼
食
時
に
と
ん
汁
の
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。

申
・
問　

12
月
1
日
㈪
ま
で
に
申
込

用
紙
（
各
学
校
で
配
布
し
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
生
涯

学
習
課
社
会
教
育
班　

内
線
3
4
3

1
へ

ソ
フ
ト
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　

市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
で

は
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
青
少
年

健
全
育
成
を
目
的
に
ソ
フ
ト
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
で
使
う
や
わ
ら
か
い
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
す
。
ク

ラ
ス
の
仲
間
、
友
達
を
誘
っ
て
、
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
7
日
㈰　

午
前
9
時
30

お
も
白
井
デ
ー

社
会
保
険
大
学
校
運
動

施
設
開
放
日

日
時　

12
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
・
27

日
㈯
・
28
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後

5
時

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
成
人
の
責
任
者
が
付
い
て
管
理
し

て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

5
4

0
円
、
体
育
館　

1
、
3
0
0
円
、

グ
ラ
ウ
ン
ド　

2
、
5
2
0
円
（
2

時
間
）

申
・
問　

11
月
25
日
㈫
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班　

内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　白井運動公園陸上競技場を発着点として「白井梨マ
ラソン大会」が10月5日に開催されました。
　天候に恵まれ、市内外のランナー 3,498人が完走。
上位成績者は下表のとおりです。
問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435

梨マラソンの結果

白井梨マラソン大会上位成績者

コース 部門 総合1位
市民の部

1位 2位 3位
２㎞ 親子ペア小学1～

3年
羽鳥友紀乃･
聡（埼玉県）

山﨑奎吾･
隆広

山口夏穂･
雅春

齋藤光規･
忠信

小学4～ 6年男子 伊勢翔吾
（鎌ケ谷市）

黒田諒 柏瀬太智 西山竜義

小学4～ 6年女子 田口なな
（野田市）

近藤晴香 米本圭 柴田亜実

５㎞ 一般男子39歳以下 佐川明宏
（佐倉市）

濱口健太郎 湯浅貴大 小島裕貴

一般男子40歳以上 熊沢裕彦
（東京都）

林雄一 本橋章雄 山本義男

一般女子39歳以下 臼井真紀江
（松戸市）

渡辺佳代子 森内由紀 齋藤香織

一般女子40歳以上 小山奈津子
（習志野市）

飯塚幸枝 千葉和恵 池田朋子

１０㎞ 一般男子29歳以下 吉川修平
（松戸市）

木村侑 本田健太 菊池朋亮

一般男子30 ～
49歳以下

木村徳光
（柏市）

上竹智久 鈴木健一 森内知男

一般男子50歳以上 荒木敏文
（柏市）

林雄一 石川利行 宿野部広秋

一般女子29歳以下 韮澤亜衣
（野田市）

高岡眞弓 目次祐子 青山恭子

一般女子30 ～
44歳以下

田村幸江
（東京都）

高岡香織 岡田歩 笠井さおり

一般女子45歳以上 後閑文子
（東京都）

橋縁 野澤澄子 三浦淳子

３㎞ 中学生男子 山﨑渉
（松戸市）

西山仁騎 池田匠汰 秋谷大治

中学生女子 宮由花
（酒々井町）

山本実紀 飯塚千波 有本駒美

白

井

の

大

公

孫

樹



2008.11.157

込
み
順
）

内
容　

ト
ピ
ア
リ
ー
ボ
ー
ル
作
り

参
加
費　

1
0
0
円

申　

20
日
㈭
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公
親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　

ク
リ
ス
マ
ス
ブ
ー
ツ
を
作
り
ま
す
。

日
時　

12
月
2
日
㈫　

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20

組
（
先
着
順
）

　タイトルの上にある中などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
中中央公民館・視聴覚ライブラリー
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

シ
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
　

年
賀
は
が
き
の
作
成
や
Ｅ
メ
ー

ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
楽
し

く
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮　

午

後
1
時
〜
4
時

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
、
マ
ウ
ス
の
操
作
・
文
字
入

力
が
で
き
、
全
日
程
参
加
で
き
る
人

10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申　

12
月
5
日
㈮
ま
で
に
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
を
記
入
の
上
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

公
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

作
り

日
時　

12
月
4
日
㈭　

午
前
10
時
〜

正
午

対
象　

一
般　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

2
、
0
0
0
円

申　

11
月
29
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
を

持
参
の
上
、
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公
作
っ
て
み
よ
う

日
時　

22
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
生
以
上　

15
人
（
申
し

◆
親
子
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
遊
ぼ
う

　

歌
や
ゲ
ー
ム
や
楽
し
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
。保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ど

ん
ぐ
り
」
と
と
も
に
楽
し
く
遊
ぼ
う
。

日
時　

11
月
17
日
㈪
、
12
月
15
日
㈪
、

1
月
19
日
㈪　

午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分　

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

対
象　

市
内
在
住
の
未
就
学

児
と
そ
の
保
護
者　

50
人
（
先
着
順
）

問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎

（
4
9
2
）
5
7
1
6

◆
手
賀
沼
統
一
ク
リ
ー
ン
デ
イ

　

手
賀
沼
の
柏
地
区
、
我
孫
子
地
区
、

下
手
賀
沼
地
区
の
3
カ
所
で
、
統
一

ク
リ
ー
ン
デ
イ
を
開
催
し
ま
す
。
私

た
ち
一
人
一
人
が
行
動
す
る
こ
と
で
、

手
賀
沼
を
き
れ
い
に
し
、
住
み
よ
い

ふ
る
さ
と
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

『
下
手
賀
沼
地
区
』

日
時　

12
月
7
日
㈰　

午
前
9
時
30

分
〜
正
午
（
受
け
付
け　

午
前
9
時

〜
）（
小
雨
決
行
）

※
雨
天
の
場
合
、
当
日
の
判
断
は
7

時
30
分
に
山
本
へ
、
中
止
の
場
合
は

12
月
14
日
㈰
に
順
延
し
ま
す
。

集
合
場
所　

白
井
市
役
所
駐
車
場

作
業
範
囲　

金
山
落　

今
井
1
号
橋

付
近
か
ら
下
手
賀
沼
ま
で
約
2
㌔
㍍

子

育

て

趣
味
・
教
養
・
学
習

　あなたに合った、活
動探しにお出かけくだ
さい。ボランティアの
皆さんと笑顔いっぱいの時間を過ごしましょう。
日時　12月1日㈪　午前10時～正午
場所　保健福祉センター団体活動室
対象　市内在住　50人（申し込み順）
内容　風船で花や動物に挑戦、施設ボランティアの
活動発表、お茶を飲みながら情報交換
参加費　無料
申　11月26日㈬までにボランティアセンターへ

高

齢

者

（
市
役
所
か
ら
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
）

服
装　

多
少
汚
れ
て
も
良
い
服
装
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
ゴ
ム
手
袋

申
・
問　

参
加
者
氏
名
、
連
絡
先
を

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
沼
南
・
手
賀
沼

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会　

山
木
☎
・
℻  

0
4
（
7
1
9
1
）
7
5
6
8
へ

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
が
清
掃
用

具
の
準
備
の
都
合
上
、
な
る
べ
く
事

前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
県
立
北
総
花
の
丘
公
園　

食
を
楽

し
む
教
室

①
【
お
祝
い
の
太
巻
き
祭
り
寿
司
ー

紅
白
梅
と
松
ー
】

日
時　

12
月
17
日
㈬　

午
前
10
時
〜

午
後
1
時　

対
象　

16
歳
以
上　

24

人
（
申
し
込
み
順
）　

参
加
費　

1
、

0
0
0
円

②
【
手
軽
で
お
い
し
い
お
も
て
な
し

料
理
】

日
時　

12
月
19
日
㈮　

午
前
10
時
〜

午
後
1
時　

対
象　

16
歳
以
上　

24

人
（
申
し
込
み
順
）　

参
加
費　

1
、

2
0
0
円

申
・
問　

①
は
11
月
17
日
㈪
、
②
は

11
月
19
日
㈬
の
共
に
午
前
9
時
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
県
立
北
総
花
の
丘

公
園
管
理
事
務
所
☎
0
4
7
6
（
4

7
）
4
0
3
1
へ

◆
成
年
後
見
制
度
個
別
相
談
会

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
た
め
、
お

金
の
管
理
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
悪

質
な
商
法
の
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
う

人
の
財
産
を
守
り
、
生
活
を
支
援
す

る
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士

が
法
律
と
福
祉
の
両
面
か
ら
個
別
に

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

平
成
21
年
2
月
1
日
㈰　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

場
所　

千
葉

県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
）

相
談
料　

無
料　

対
象　

一
般　

70

人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問　

12
月
15
日
㈪
ま
で
に
参

加
申
込
書
（
県
社
会
福
祉
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://

w
w
w
.c
h
ib
ak
e
n
sh
ak
y
o
.

com
/

、
市
高
齢
者
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
〒
2
6
0

―
8
5
0
8
、千
葉
市
中
央
区
千
葉

港
4
―
3　

社
会
福
祉
法
人
千
葉
県

社
会
福
祉
協
議
会
（
千
葉
県
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー
）
担
当
山
口
☎
0
4
3

（
2
0
4
）
6
0
1
2
・
℻  
0
4
3

（
2
0
4
）
6
0
1
3
へ

※
後
日
相
談
内
容
や
予
約
時
間
な
ど

に
つ
い
て
連
絡
し
ま
す
の
で
電
話
番

号
の
記
入
を
必
ず
お
願
い
し
ま
す
。

◆
無
料
サ
ル
サ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

　

ジ
ル
バ
に
似
た
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
で

す
。
未
経
験
者
の
見
学
を
歓
迎
し
ま

す
。

日
時　

30
日
㈰　

午
後
3
時
〜
5
時

場
所　

鎌
ケ
谷
市
総
合
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー

問　

斉
藤
☎
0
9
0
（
5
8
0
7
）

8
8
2
7

◆
白
井
写
友
会

【
写
真
展　

我
が
町
「
白
井
」】

　

12
回
目
と
な
る
今
回
の
写
真
展
で

は
、
白
井
の
良
さ
を
再
発
見
す
る
つ

も
り
で
会
員
が
身
近
に
あ
る
風
景
や

街
角
の
表
情
を
撮
っ
て
き
た
作
品
を

多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。

場
所
・
日
程　

文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
・

11
月
21
日
㈮
〜
12
月
4
日
㈭
、
白
井

駅
コ
ン
コ
ー
ス
・
12
月
5
日
㈮
〜
18

日
㈭
、
西
白
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス
・
12

月
19
日
㈮
〜
27
日
㈭

※
各
会
場
と
も
初
日
は
午
後
1
時
か

ら
と
な
り
ま
す
。

【
新
規
会
員
随
時
募
集
】

　

白
井
写
友
会
は
カ
メ
ラ
好
き
の
リ

タ
イ
ヤ
世
代
や
子
育
て
を
終
わ
っ
た

主
婦
な
ど
約
20
人
が
集
ま
り
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を
目
指
し
て
愉
し
み

な
が
ら
写
真
技
量
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。
写
真
歴
や
カ
メ
ラ
の
種
類

を
問
わ
ず
写
真
に
関
心
の
あ
る
人
の

新
規
入
会
を
歓
迎
し
ま
す
。

問　

泉
☎
（
4
9
2
）
5
5
4
1

募

集
・

伝

言

板

白井市100人会議

誕
生
ア
ダ
プ
ト
協
力
事
業

所
第
１
号

2008-11

50

第
1
号
は
ホ
ー
マ
ッ

ク
白
井
店

　

民
間
企
業
の
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
参
加
第
1
号
が
決
定
し
ま
し

た
。
活
動
団
体
は
ホ
ー
マ
ッ
ク

ス
ー
パ
ー
デ
ポ
白
井
店
で
す
。
当

店
は
こ
れ
ま
で
も
自
主
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
、

白
井
市
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

合
意
し
、
店
舗
周
辺
の
歩
道
、
側

道
の
植
え
込
み
、
道
路
中
央
分
離

帯
の
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
の

回
収
活
動
を
年
4
回
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
登
録
人
数
は
65
人
、

1
回
の
活
動
人
数
は
10
人
程
度
で

す
。
こ
れ
を
契
機
に
民
間
企
業
の

ア
ダ
プ
ト
参
加
の
増
加
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

10
月
の
1
0
0
人
会

議
　

11
日
に
行
っ
た
会
議
で
は
「
ア

ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
登
録
証
」「
白

井
駅
へ
試
験
設
置
し
て
い
る
灰

皿
」
「
来
年
度
の
1
0
0
人
会
議

の
方
向
性
」
の
検
討
を
行
い
ま
し

た
。

　

登
録
証
に
つ
い
て
は
市
に
対
し

合
意
書
と
は
別
に
協
力
団
体
が
わ

か
る
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
い
い
こ

と
を
提
案
。
そ
の
様
式
な
ど
を
検

討
し
ま
し
た
。
灰
皿
に
つ
い
て
は

試
験
設
置
の
期
限
が
切
れ
、
今
後

ど
の
よ
う
に
す
る
か
を
今
ま
で
の

実
績
を
基
に
検
討
し
ま
し
た
。
結

論
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
環

境
課
と
一
諸
に
継
続
す
る
方
向
で

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
会
議
で
一
番
の
大
き
な

議
題
は
来
年
度
の
方
向
性
で
す
。

会
議
で
は
市
長
委
嘱
に
よ
る
1
0

0
人
会
議
は
本
年
度
を
も
っ
て
終

了
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
5
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

1
0
0
人
会
議
提
案
に
よ
る
「
市

民
が
育
て
る
き
れ
い
な
ま
ち
つ

く
り
た
い
」
が
、
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
普
及
促
進
に
努
め
た
こ

と
で
一
般
協
力
団
体
数
件
の
ほ
か
、

民
間
企
業
協
力
団
体
も
誕
生
。
こ

の
こ
と
か
ら
所
期
の
目
的
が
達
成

さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
、
今
後
は

市
の
業
務
に
委
ね
る
の
が
妥
当
と

判
断
し
ま
し
た
。
今
後
の
ア
ダ
プ

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
市

に
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及

促
進
を
委
ね
た
時
に
本
年
度
以
降

の
市
の
対
応
策
を
確
認
し
ま
す
の

で
、
次
号
以
降
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

1
0
0
人
会
議
で
は
こ
の
1
0

0
人
会
議
終
了
の
結
論
を
受
け
、

こ
れ
か
ら
本
年
度
末
ま
で
「
立
鳥

跡
を
濁
さ
ず
」
の
例
え
に
従
い
、

残
さ
れ
た
案
件
の
整
理
・
ま
と
め

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

 

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

申
・
問　

市
民
参
加
推
進
課
1
0

0
人
会
議
事
務
局　

内
線
3
1
5

1
へ

※
こ
の
記
事
は
1
0
0
人
会
議
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

公将棋大会
　今回は午後からです。日
ごろの成果を試してみませ
んか。
日時　29日㈯　午後2時～
4時
対象　小学生以上
申　28日㈮までに電話か直
接公民センターへ

トピアリーボールトピアリーボール

ホーマックの作業ホーマックの作業

ボそれいただき

ボボランティアの輪ランティアの輪
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

ナ
ッ
シ
ー
号
で
さ
わ
や

か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
へ

◆
快
適
な
施
設
で
健
康
増
進
し
よ
う

　

さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
は
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
余
熱
を
利
用
し
た

環
境
に
優
し
い
エ
コ
ロ
ジ
ー
ス
パ

（
温
泉
を
中
心
と
し
た
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
施
設
）
で
、
1
月
の
ル
ー
ト

改
正
で
新
た
に
ナ
ッ
シ
ー
号
の
バ
ス

停
が
で
き
た
場
所
の
1
つ
な
の
。

秋
澄
み
て
将
棋
指
す
手
を
そ
よ
が
す
る　

　
　

 

秋
場
所
の
人
分
け
行
く
や
勝
力
士

十
六
夜
や
沼
に
抱
か
れ
て
中
天
に

遠
雷
の
音
な
つ
か
し
き
少
年
期

幼
子
の
く
り
く
り
目
玉
天
高
し

菊
香
る
新
装
開
店
パ
ン
屋
か
な

行
儀
よ
き
金
魚
掬
い
の
膝
小
僧

古
茶
入
れ
て
い
つ
も
の
暮
ら
し
独
り
者

こ
の
街
を
覆
い
て
余
る
鱗
雲

ジ
ュ
ー
タ
ン
は
コ
ス
モ
ス
の
花
蝶
二
匹

新
涼
や
歩
幅
も
軽
く
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

黄
昏
の
蝉
這
い
上
が
る
椅
子
の
裏

追
伸
に
友
逝
く
と
あ
る
夏
見
舞

燈
台
の
白
貫
け
る
秋
の
空

花
よ
り
も
美
し
く
あ
り
散
る
紅も
み
ぢ葉

笛
太
鼓
故さ

と郷
の
賑
わ
い
秋
祭
り

揺
れ
し
穂
の
黄
金
の
海
に
な
り
に
け
り

老
若
が
燃
え
る
マ
ラ
ソ
ン
梨
の
里

病わ
く
ら
ば葉
や
散
り
損
ね
た
か
其
処
は
冬

秋
さ
な
か
梨
マ
ラ
ソ
ン
は
賑
わ
い
て

　
　
　

狭
し
走
路
を
数あ
ま
た多
駆
け
ゆ
く

あ
さ
ま
だ
き
そ
こ
は
か
と
な
く
匂
い
く
る

　
　
　

金
木
犀
は
日
増
に
強
ま
る

夜
来
香
賜
ひ
し
人
の
病
む
床
に

　
　
　

こ
の
香
と
ど
け
ん
術
あ
ら
ま
ほ
し

干
ば
つ
の
村
を
救
ひ
し
龍
あ
り
て

　
　
　

地
名
も
寺
も
龍
の
名
を
負
ふ

沈
み
ゆ
く
夕
日
を
雲
が
呑
み
込
み
て

　
　
　

た
ち
ま
ち
暮
る
ゝ
北
総
台
地

天
心
に
動
く
と
も
な
き
雲
見
つ
ゝ

　
　
　

午
後
の
窓
辺
で
来
し
方
お
も
ふ

同
期
会
又
独
り
減
り
思
い
出
す

　
　
　

逝
っ
た
順
序
を
皆
で
算
え
て

バ
ラ
色
に
頬
染
め
し
女ひ
と

秋
の
宵

　
　
　

金
の
地
の
星
木
犀
香
る

古
里
は
記
憶
の
な
か
に
セ
ピ
ア
色

　
　
　

乙
女
に
な
り
て
父ち
ち
は
は母
思
う

窓
の
辺べ

に
ミ
シ
ン
引
き
出
し
糸
通
す

　
　
　

高
齢
者
競
技
の
応お
う
え
ん
き

援
旗
縫
う
と

紫
の
筒
花
を
こ
の
み
黒
揚
羽
の

　
　
　

ホ
バ
リ
ン
グ
す
な
り
ま
た
も
舞
ひ
き
て

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ
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北総里山クラブ

　千葉ニュータウン内で活動する16の環
境関連市民団体が北総台地に広がる里山
と自然を守り、生物多様性の保全・再生
に取り組むことによって、自然と人間が
織り成す21世紀型のまちづくりを目指す
ことを目的に2006年9月に結成（代表　長
谷川東邦大学教授）。この間、北総里山タ
ウンミーティングの開催（3回）、千葉県
に「北総地域の生物多様性保全に向けた
提案書」の提出などを行うとともに「千
葉の里山・森づくりプロジェクト」への
参画企画書「野の花の里山自然園」を完
成させました。その結果、谷田・武西地
区の持続的な保全と活用のためのグラン
ドデザインを描くための市民、行政、企
業、大学などの協働組織「北総里山会議」
が設置され、10月10日に旧平塚分校で第
１回会議が開催されました。私たち北総
里山クラブは会議の事務局を担うととも
に、谷田・武西地区のゾーニング作業を
開始しています。
　上西☎（491）0660■問

み ん な の ひ ろ ば

　市内の各少年野球
チームから選ばれた６
年生 20 人で結成した
市選抜チームが、9月
27 日・28 日に行われ
た印旛郡市少年野球大
会で優勝しました。
　この大会は印旛郡市
の各市町村選抜チーム
により 2ブロック予選
リーグ、決勝トーナメ

ナ
ッ
シ
ー

     いつも息子がお世話
　　になっています。
　なし坊の母のさちです。
今日はナッシー号に乗っ
て「さわやかプラザ軽井
　沢」に行ってみ
　　ましょう。

れ け
そ い

ナッシー号

ノ ン ス テ ッ プ バ ス

3

　

人
気
の
大
浴
場
は
北
海
道
長
万
部

の
秘
湯
・
二
股
温
泉
の
原
石
を
使
っ
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人
工
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
温
泉
や
露

天
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呂
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ど
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お
湯
の
ア
ト
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ク

シ
ョ
ン
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盛
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だ
く
さ
ん
な
の
。
中

で
も
ヒ
ー
リ
ン
グ
効
果
の
あ
る
ハ
ー

ブ
サ
ウ
ナ
は
私
の
お
薦
め
。
大
浴
場

の
ほ
か
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

も
あ
っ
て
自
己
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
も

ち
ろ
ん
、
ト
レ
ー
ナ
ー
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
の

よ
。
さ
ら
に
温
水
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ

ー
ル
や
軽
食
コ
ー
ナ
ー
、
1
0
8
畳

の
大
広
間
な
ど
も
あ
る
の
。
私
と
一

緒
に
思
う
存
分
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
の
利
用

案
内

利
用
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
11
時

（
最
終
入
館　

午
後
10
時
）

利
用
料　

有
料
（
料
金
は
利
用
施
設

な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

休
館
日　

毎
週
月
曜
日

問
い
合
わ
せ
先　

☎
（
4
4
2
）
6

1
5
0

※
ナ
ッ
シ
ー
号
を
利
用
す
る
場
合
、

ナ
ッ
シ
ー
号
の
車
内
で
販
売
し
て
い

る
乗
車
回
数
券
（
一
般
・
シ
ル
バ
ー
）

が
便
利
で
す
。

問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班　

内

線
3
3
5
3

森のごみ拾いと森林浴

開放的なスペースが魅力の屋外ホットタブ（プール内）

優勝した市選抜チームの皆さん
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昭

桜
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土
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勝
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池
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幸
子

桜
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木
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冨
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村
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し
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望
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玲
子

桜
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米
井　

詩
織

桜
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米
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茂

清
水
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直
木
七
十
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七
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寛
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て
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関
根　

千
浪

さわやかプラザ軽井沢に乗り入れるナッシー号

　全国から自慢の自
じねんじょ

然薯を持ち寄り、品質を競う
「平成 20年度作柄品評会」で、白井市自然薯研
究会の中村利男さん（木在住）が「最優秀賞」
に選ばれました。「まさか自分の自然薯が入賞す
るとは思ってもいなかった、まして最高の賞で
立派な優勝旗と賞状をいただき感無量です。来
年も白井市自然薯研究会会員が受賞できるよう
頑張りたい」と話す中村さん。
　中村さんが活動している白井市自然薯研究会
は試行錯誤を繰り返しながら白井の環境に適し
た自然薯の栽培方法を研究するほか、ふるさと
まつりに出品し、白井市の自然薯のＰＲ活動を
行っています。まつりで行列ができていたブー
スとして記憶にある人もいるのではないでしょ
うか。

県大会出場おめでとう

ント方式で試合が行われ、優勝した白井選抜チームは 12 月に行われる
千葉県大会に出場します。
　チームの主将を務める白井ランチャーズの松木さんは「県大会に出場
できて本当にうれしいです。予選大会の１試合ごとにチームワークが生
まれ、決勝では全員が 1つになり力を発揮できたと思います。県大会で
は印旛地域を代表し、優勝を目指して力一杯全員で戦ってきます」と力
強く語ってくれました。

市長に受賞の報告をした中村さん（前列左から 2人目）と白井市自然薯研究会

しろいの自然薯が最優秀賞


